
　はじめに

１　教職大学院進学への志望動機 【入学前】

学部４年生の大学卒業後の進路を決定する時期，

教職実践研究科　教職実践専攻　教職実践基礎領域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　籏　　　大貴

　Ⅱ　実習校の実態

　サポーター実習や教師力向上実習Ｉ・Ⅱで実習を

させていただいたあま市立甚目寺小学校は，全校児

教職への道に進みたいと考えていたが，自らの授業

観や指導観といった教育観が揺らいでいることに気

づいた。そもそも教職のすべてを理解した上で教育

現場に出るということは難しいが，果たして自分に

自信が持てず不安な状態で子どもたちや保護者の

方々に向き合い，授業や生活指導，支援などを行っ

ていけるものだろうかと悩んだ。

　そこで，教育の仕事に携わる上で軸になる考え方

を見つけたいと思い，教職大学院進学を決意した。

　２　教職大学院での学びの姿勢【１年目４，５月】

　教職大学院では，「理論と実践の融合」をテーマに

多種多様な講義と実習が設定されており，教職に求

められる高度な専門性を高め，確かな「授業力」と

豊かな「人間力」の育成を目指している。

童数６８６名，２４学級の大きな学校である。

　人権教育やESDといった幅広い分野であま地区の

教育をリードしており，子どもたちも様々な分野の

事柄に対して興味関心をもっている。

　また，算数科教育の研究校であるため，いつも算

数部会などに参加させていただき，「みがき合いバ問

題を自力解決したあとに話し合う展開場面」や，公

式を考えるときのキーワードとして，「はかせどん」

　はやくて，かんたんで，せいかくて，どんなとき

も使える）などいろいろなことを勉強させていただ

いた。今年度は「言語活動を重視した算数指導」を

テーマにみがき合いの活動の場でグループ学習や全

体発表の場での工夫をされており，私か授業実践を

させていただくときにもアドバイスをいただいた。

　入学後に二年間の学習の計画を立てる時期があり，　Ⅲ

この主旨のもと，私は次のような計画を考えた。

　主題設定の理由

１　算数的活動について

　算数科教育に算数的活動という言葉が初めて登場

したのは平成１０年の学習指導要領である。それま

での教師の説明が中心の授業から子どもの主体的な

活動が中心となる授業へと転換していこうという経

緯がそこには見られる。

　私か教職大学院に入学した当初は，算数的活動と

いう言葉の意味を単に操作活動や体験的な活動を授

業に取り組むことをイメージしていた。　しかし，講

義を受けたり，実習の中で授業実践をしたりしてい

く中で，算数的活動についての考え方を深めること

ができた。後述するが，さらに教師力向上実習Ⅱで

は子どもの算数的活動における主体性や連続的思考

を支援していく上で「教師の算数的活動」が大切で

あるということに気付くことができた。

　今回は，私か講義や実習を通して，教師の算数的

活動が大切であるという考えに行き着くまでに学ん

だことを実践の記録を交えて報告する。
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教師の算数的活動を意識した授業づくり



　２　教職大学院一年目の授業力　　　【１年前期】

　一年目の前期，「授業づくりの内容と方法Ｉ」とい

う講義内で授業づくりの方法について学び，模擬授

業もさせていただいた。そこで自分の授業力の未熟

さを知り，改善点を知ることができた。

・　クラス全体を見渡せるような目線と姿勢をとる。

。説明する口調（大きさ，抑揚）や態度を意識し

　て，説明したり，切り返しで問いかけたりする。

・　板書と発問，子どもの思考がリンクさせる。

・　「わかること」と「できること」は区別し，教

　材研究を通して，教科書のどの部分で何をすれば

　いいのかする把握できるような力をつける。

　３　教職大学院での算数的活動の研究【１年後期】

　後期の「カリキュラムの開発と評価Ⅱ」の講義で

は，算数科の教育課程を学び，算数科教育の目標や

算数的活動が意味や注目されるようになった経緯に

ついて調べることができた。

　　（1）算数的活動の意味

　平成２０年度小学校算数科の学習指導要領には，

算数科の目標について次のように記されている。

　算数的活動を通して，数量や図形についての基礎的・基本

的な知識及び技能を身に付け，日常の事象について見通しを

もち筋道を立てて考え，表現する能力を育てるとともに，算Ｉ

数的活動の楽しさや数理的な処理のよさに気づき，進んで生

活や学習に活用しようとする態度を育てる。　　　　　　　　ｌ

　　「算数的活動を通して」という言葉が文章全体に

かかっていることからもわかるように，学習指導に

おける算数的活動の位置づけはかなり重要であると

言えるだろう。学習指導要領の解説には，算数的活

動の意味について次のように書かれている。

　算数的活動とは，児童が目的意識をもって主体的に取り組

む算数にかかわりのある様々な活動を意味している。「目的意

識をもって主体的に取り組む」とは，新たな性質や考え方を

見出そうとしたり，具体的な課題を解決しようとしたりする

ことである。算数的活動を通して，数量や図形の意味を実感

をもってとらえたり　思考力　判断力　表現力等を高めたり

できるようにするとともに，算数を学ぶ楽しさや意義を実感

できるように指導をする必要がある。

　その意味で，例えば，教師の説明を一方的に聞くだけの学

習々，単なる計算練習を行うだけの学習は，算数的活動に含

まれない。

　このことから子どもに主体性を持たせながら，実

用的な知識や表現・技能の獲得をさせ，数学的な考

え方や見方，論理性を育成していくことが必要だと

わかった。算数的活動は大きく二つの活動に分けら

れ，計算技能や表現方法などの実用性な面と数学的

な考え方を主とした数学性の育成の両面への指導を

効率よくできることから重視されているのである。

外的な活動…計算処理や図形の具体的操作など客観

　　　　　　　的に観察が可能な活動

内的な活動…類推したり，振り返って考えたりする

　　　　　　　などの内面的な活動

　　(2)具体的な算数的活動について

　算数的活動についての意味を調べ，算数的活動の

相互の役割を意識し，授業内で活動を取り入れてい

くことこそ，算数科の目標を達成する上で重要なポ

イントになってくることがわかった。さらに，学習

指導要領の解説には，算数的活動が具体的にどのよ

うな活動なのかが記されている。

作業的な算数的活動：手や体などを使って，ものを作るなど

　　　　　　　　　　の活動。

体験的な算数的活動：教室の内外において各自が作ったり確

　　　　　　　　　　かめたりする活動。

具体物を用いた算数的活動：身の回りにある具体物を用いた

　　　　　　　　　　　　活動。

調査的な算数的活動：実態や数量などを調査する活動。

探究的な算数的活動：概念，性質や解決方法などを身につけ

　　　　　　　　　　たり，作りだしたりする活動。

発展的な算数的活動：学習したことを発展的に考える活動。

　　　　　　　　　　今成り立つ性質が，別の場面でも成り

　　　　　　　　　　立つだろうかなどと考える活動。

応用的な算数的活動：学習したことを，様々な場面に応用す

　　　　　　　　　　る活動。

総合的な算数的活動：算数のいろいろな知識あるいは算数や

　　　　　　　　　　様々な学習で得た知識を総合的に用い

　　　　　　　　　　る活動。

＜活動の例＞表す活動，比べる活動，見つける活動，見当を

　　　　　　つける活動，測定する活動，説明する活動，作

　　　　　　図する活動，調べる活動…
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　一口に算数的活動といっても，その範囲は多岐に

わたっていることがわかる。　しかし，いずれにおい

ても主体性をもち，外的な活動が内的の思考活動に

結びついて述べていることに注意したい。

　４　教師力向上実習Ｉでの授業づくりからの学び

　　　　　　　　　　　　　　　　【２年４，５月】

　教師力向上実習Ｉの実習中に，小学校第５学年の

　「小数×小数」の単元で授業実践をした。

　私の授業の特徴は発問が複数あり，子どもたちに

何をさせたいのかわかりづらい。　というのは，授業

内の学びの中心が何かを捉えていなかったからだ。

　また，子どもに考えさせるべき部分と教師が教え

る部分が区別できていない。　したがって，方法は理

解できても，数学的な思考が育たないことになる。

　算数科教育の中でも算数的活動は広がりを見せて

いるが，算数的活動の捉え方や指導に見られた課題

として次のような指摘がある。

作業的。体験的活動，具体物などを用いた活動が算

数的活動と受け止める傾向があった。単にこれらの

活動をさせることでよしとし，目的意識をもたせて

取り組ませるということを忘れた指導になりがち。

　　　　守屋誠司著『教科指導法シリーズ　小学校指導法　算数』

　私もこの懸念されている指導方法と同じような流

れの授業をしてしまった。つまり，外的な活動ばか

引こ重点が行き，内的な活動が伴わない状態である。

活動自体を意識しすぎて，学習のまとめができず，

授業のねらいからはずれた授業展開を作り出してし

まう。活動が目的から逸れてしまった授業は，子ど

もたちにとっては楽しい活動だけの授業になってし

まい，確かな学力が身につかないのである。

　　｢小数×小数｣の単元では，思考活動から計算方

法を見つけ出し，説明するという算数的活動を大切

にしているにも関わらず，授業の前半に活動時間を

持たせすぎて，後半は私が最終的に強く誘導してし

まうことになった。

Ⅳ　算数的活動の実践研究の計画

　一年目の講義や，教師力向上実習Ｉでわかった自

己課題をもとに，教師力向上実習ⅡとⅢでは，算数

的活動を授業実践の中に取り入れていくための工夫

を考えていくことにした。

　子ども主体の授業とは，子どもだけで行われる授

業ではなく，教師の作る授業の流れの中で思考活動

の主体が子どもにおかれているという意味である。

先に提示した学習指導要領の目標の文中にも「育て

る」という言葉があるように，ただ活動を行うので

はなく，その活動の中で子どもの知識。技能を育て

るという方向にもっていかなければならない。その

ためには，算数的活動を行う前提として，教師の指

導支援が必要だ。

　大阪教育大学附属池田小学校の和田秀夫氏は「子

どもと先生が創る算数的活動」の中で「子どもの中

に主体性を育てる学習場面を教師がどうセッティン

グできるのか，が大切である。活動を子どもの学び

に高めるのは教師である。」と述べている。

　また，自由に操作活動や，体験をさせるのではな

く，活動のねらいをおさえ，活動の方法や活動中も

ねらいを明確にして指導を行い，活動後も活動から

学んだことを明確にすることが大切だと示している。

　とりわけ，活動内，活動の前後の教師の指導支援

は大切だ。子どもが算数的活動の中で自ら学び，自

ら知識を得られるということはよほど優秀な子ども

でしかありえない。教師の手本やおさえを見せたり

聞かせたりして，活動の指針を立てさせ，事実から

分かることを論理的に理解させる場面が必要だ。

　算数的活動は，よく活動方法については検討され

る。　しかし，私は算数的活動が中心の授業での教師

の役割を考えるため，教師力向上実習Ⅱでは，「算数

的活動を通して一人ひとりが考えを持てる授業づく

り」をテーマとして，児童の算数的活動を指導支援

する教師の授業内での動きに注目した。そして，和

田氏の示しているような「子どもの中に主体性を育

てる学習場面のセッティング」の仕方や「活動を子

どもの学びに高める」授業構想や展開とはどのよう

な方法があるのか，実践を通して学ぶことにした。

　教師力向上実習Ⅱにおいて，具体的にキーワード

化することができた「教師の算数的活動」であるが，

基の考えは計画で考えていたように授業内での教師

の役割を考えていく上で気付くことができた。
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Ｖ　教師力向上実習IIでの研究　【２年目１．月】

　１　学級の実態

　配属させていただいた学級，第５学年１組は，数

人の児童が笑いを取るような役割をもっていて，そ

れによって周りがつられて笑ってしまうことが授業

でもよく見られた。このような数人の児童八授業

でも全体をリードした発言をし，教師に疑問をぶつ

けてくることが多い。　しかし，そのような雰囲気の

中，その他の児童は発言を求めてもなかなか手を挙

げようとせず，自分の考え方への自信の無さがうか

がえる。机間指導中に○つけをして自分の意見に自

信をもたせるようにしていくことにした。

　本単元「面積」では，自分の考え方を説明する，

友達の意見を聞くということが学習活動として大切

になってくる。そのため，普段あまり発言をしない

児童にも見通しや３人グループの発表の場面，全体

発表の場面で，自分の考えをもち，相手に伝えるこ

とができるように声かけをしていきたいと考えた。

　２　事前のレディネステストの実施

　レディネステストの結果，長方形の面積を求める

公式は十分理解しているが，量感を問う問題での間

違いが多いことがわかった。

　そのため，図形操作をさせる場面では，実際の大

きさに合わせて用紙を作るなどの工夫をして量感を

養いたいと考えた。

　資料1　レディネステストの内容と結果

　３　「面積」の単元について

　第５学年「面積」の単元で授業実践をさせていた

だいた。単元の目標は次のようになっている。

　。三角形や平行四辺形などの面積の公式を理解

　　し，公式を使って求めることができる。

　・　四角形の面積を三角形分割の考えで求めるこ

　　とができる。

　さらにこの単元では，①既習事項をもとに見通し

を持ち，②等積変形，倍積変形などの操作活動を通

して自力解決をし，③話し合い活動を通して新しい

考え方を発見するというように，算数的活動が主と

なる３つの場面がある。

　つまり，面積の公式をただ理解し，面積を求める

という機械的な操作ができるようになればよいわけ

ではないことに注意しなければならない。求積方法

が未習な図形の面積を求めるとき，進んで既習の図

形と関連付けて考えようとするような数学的な考え

方をもてるように公式の理解の前に図形の面積を自

力で求めるように展開することが大切だと考えた。

　４　実際の授業づくり・授業技術の工夫

　授業では，前に述べたように算数的活動を効果的

に行うことと単元の指導の特徴を考えながら授業づ

くりと行った。授業の工夫については，第９時限目

　「ひし形の面積の求め方」，また第１１時限目「高さ

と面積の関係」の授業の実践を取り上げる。

　（1）第９時限目「ひし形の面積の求め方」

　ふりかえり一問題把握の場面

　フラッシュカードを用いて，各図形の求積方法に

ついて振り返ったり，問題と条件の把握を視覚的に

行わせたりした。また子どもとの対話を通して，対

角線の長さの条件についても色を分けて,問題解決

上必要な情報であることを意識づけさせた。
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見通しの

場面
　児童の思考を汲み取るため，ひし形という図形の

特徴を発表させた。ひし形の図形の特徴を板書し，

問題解決にどのような方針で向かわせるべきか指針

を示した。特に注意したのは，子どもが発表したこ

とを教師が説明するのではなく，「Aくんの説明わか

った？」と全体に確認を取るようにした。このとき，

やはり理解できていない子がいたので，「Bくん，Ａ

くんの言ったこと説明してくれる？」と投げかけ，

他の児童に説明させた。そのとき「Aくんの言ったこ

とはこういうことじゃないのかな」という言葉も聞

くことができた。最後に「このやり方でやってみよ

うと思う人」「他に困ったことはないかな」と声かけ

をして全員が自力解決への方針を持てるようにした。

　自力解決の場面

　問題と同じ大きさのひし形が書かれた用紙を配付

することで量感を得させ，問題把握や操作活動をしや

すいようにした。切り貼りさせたり，線を描きこませ

たりして，面積の求め方を説明しやすいようにさせた。

説明は初め，少人数グループで行い，少人数での説明

後，全体発表の場面へとステップアップで行った。

　みがきあい・まとめの場面

　説明活動では，公式を導き出す上で重要な「対角

線」というキーワードを児童との対話から取り上げ，

計算式との関連性を発見させた。また，計算式の数

字がどの図のどの部分に当てはまるのか，全体に問

いかける形で確認をした。

　また，前時までに「÷２」は「面積を半分」にす

るという意味を学んできているため，それを問いか

け，公式の意味に迫った。「対角線×対角線÷２」の

対角線はそれぞれ長方形のたてと横の意味をもつこ

とを全体で確認した。

資料2　ふりかえりのフラッシュカード(左)発表のさせ方(右)

　(2)第１１時限目｢高さと面積の関係｣
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　ふり返り一問題把握の場面

　ジオボードを用いて，問題の意味を視覚化し，興

味関心を持たせたり，問題解決への見通しを持ちや

すくさせたりした。

見通しの

場面
　色々な関係の表し方があるが，活動の指針を示す

ため，表をつくることと計算で求めることを児童と

取り決めた。めあてと方針を児童と考えることで，

主体性を保ちつつ，活動できるように話をした。

　自力解決の場面

　表や計算式から気づいたことをノートに書くよう

に指示をした。オープンエンドの発問を取り入れる

ことで探究的活動ができるよう促した。

　みがきあいの場面１

　面積の変化を見て気づくことはないかという発問

に対し，「３の段」「倍数」という言葉が出てきた。

これは比例の言葉の意味付けに使われる大切な言葉

であるため，板書し，「よい発見だね！」という言葉

とともに取り上げた。既習の言葉と結びつけ，説明

した。

　みがき合いの場面２

　計算式で考えようと見通しを立てた児童の考えに

ついて，全体で話し合うために計算式を一通り確認

し，表との関係についても確認した。比例を表と計

算の両面と関係づけをした。

資料３　ジオボードでの問題把握（左）表から気づいたこと

　５　実践の成果と「教師の算数的活動」の気づき

　単元の最後の感想を見ると，問題把握場面での視

覚化がよかったという意見や，実際に切ったり書い

たりして公式を求めるところが面白いという言葉が

あった。ノートを見ても，単元における問題に対し

て取り組み方にはバラつきがあるものの，一人ひと

りが自分の考えをもつことができており，どの児童

も主体的に思考活動（算数的活動）をしていた。



　資料4　児童のノート（説明活動に向けて丁寧に書いている）

　私はこの授業実践を通して，子どもや教師自身か

ら発信された数学的な言葉（内容）と既習の言葉（内

容）を結び付けること，黒板に表や計算式を書き表

現すること，また説明する活動など，教師自身も算

数的活動を授業内で行い，子どもの手本となって算

数的活動を支えていることに気が付いた。

　そしてそれを主題のキーワードとして挙げている

ように「教師の算数的活動」と表現することにし，

具体的には次のように定義する。

子どもが問題に対して取り込もうとする主体性を支

援し，問題を解くための連続的思考（数学的な考え

方）を誘発する教師による算数的活動。

　児童の算数的活動でも重視されていることである

が，教師にとっても，既習事項を振り返る活動，自

分の考えを表現する活動，自分の考えを説明する活

動は重要である。そのため，算数的活動を行う児童

への指導支援の中でも，子どもの立っている考えに

寄り添い，数学的な思考を誘発させる上で今定義し

た教師の算数的活動は重要な役割を担っている。

「ひし形の面積の求め方」での教師の算数的活動

　今回は次の３点について授業をフィードバックす

ることにする。

　(1)既習事項を振り返る活動

　ふりかえりの場面で既習事項について振り返らせ，

本時の問題に対しての見通しを持たせられるように

する。また振り返る活動を通して，問題解決のため

の情報や既習事項のつながりを共有し合うことが大

切である。さらに，自力解決の場面や全体発表，ま

とめの場面でも，常に事前のことを振り返りながら，

言葉の性質や考え方を結び付けていき，思考回路を

連結させていくことが大切だ。

　(2)教師と子どもの考えを表現する活動

　黒板に計算式の立て方，表の書き方，問題解決の

課程などを表現する。考える手がかりにするための

表現や，子どもの考えを表し，客観的に見直しをさ

せるための表現，子どもの考えの筋道を立てて，整

理するための表現があると考える。また，黒板だけ

の表現でなく，具体物を用いての表現や言葉の表現

の仕方がある。子どもが表現した言葉をさらに全体

で共有し数学的な言葉に発展させた後，板書するな

ど，教師が表現したことは，子どもの学びに直結し

なければならない。

　(3)教師と子どもの考えを説明する活動

　主として，教科書の教えなければならない部分，

例えば，定義や言葉の意味などを説明する。子ども

の言葉や考え方を意識し，絵や図，式，言葉等を活

用して説明することが大切である。教師の説明が長

くなりすぎると，子どもの主体性が失われることに

注意する。予めの教材研究により，教師が伝える部

分，子どもが学ぶ部分を把握する必要がある。

①　既習事項を振り返る活動　②　教師と子どもの考えを表現する活動　③　教師と子どもの考えを説明する活動
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６　実践の反省と課題

　（1）　多様性に応じた指導方法

　これから「教師の算数的活動」を意識して授業づ

くりをしていく上で苦戦したことがある。それは，

みがきあい。まとめの場面で多様な求め方を収東さ

せる教師の表現活動，説明活動である。

　単元の特徴上，公式の求め方には多様性かおり，

すべての児童の考えを取り上げ，黒板上に表現した

り，教師の説明を通して全体で考え方を共有したり

するのは，時間的に苦しい。

　志水廣氏の著書「算数力がつく教え方ガイドブッ

ク」にも，教師と子どもの能力によっては多様性に

ついていけない授業，つまり，収東の方向性を見い

だせない授業よりも，ある１つだけの方法で解けば

よいとした評価規準のＢにあたる「おおむね満足す

る」規準の習得を目指す授業のほうがよいと書かれ

ている。

　今回の授業では，自分の考えを理解しているもの

の，説明する方法を理解していないため，説明の仕

方が論理的でなく，聞く側も理解しようとする姿勢

を取ることができていなかった。

　多様性に応じた指導方法でも言えることであるが，

これらの活動には，スモールステップでの練習を繰

り返し，教師も児童も活動の技能として習得しなく

てはいけないと感じた。

　（3）　細分化された活動についての理解

　子どもを主体としての支援の仕方が考えることは

できるが，連続的な思考を持続させるには，それぞ

れの活動の意義や方法についてよく理解していなけ

ればならないと感じた。算数的活動をマクロな視点

とミクロな視点の両方から見ることによって，一連

の活動の意義を考えることで，教師の算数的活動も

より精錬された動きになるであろう。

　これも楽しいだけの授業と同様，学力の保障につ　　VI

ながらない点でよくない授業である。このような悩

みはこれまでにもあったため，多様性に応じた指導

方法について，志水氏の多様性への対応を次の４つ

のポイントを参考にさせていただいた。

①　易から難へ：簡単な方から取り上げる。

②　多から少へ：多い考え方から取り上げる。

③　メインの発表の明確化

④　共通性に着目：

　私の授業では，③のメインの発表を明確にするこ

とができておらず，その結果①ができていなかった。

　（2）　説明活動を有効にするための準備

　また，もう一つの課題として児童の算数的活動で

ある説明する活動を支援する場面で苦戦をした。説

明活動にはよさもあるが，注意も必要であることを，

実践を通して学ぶことができた。

　実践を通して，説明する活動のよさは，客観的に

自分の意見を評価することができ，さらに，他の考

え方にも触れることで思考の段階をより深いものに

することができることだと感じた。

　ただし，説明活動に至る自分の問題への手段と解

答を持ち合わせていること，また，説明する方法を

理解していることが必要だ。

　教師力向上実習Ⅲ

１　学校の実態

【２年目11,12月】

　教師力向上実習Ⅲは，稲沢市立千代田小学校で実

習をさせていただいた。あいさつ運動に力を入れて

おり，全校児童の中で不登校児童が一人もいないこ

とからもわかるように穏やかで優しさのある児童が

多い学校である。

　実習では，自分の授業力や児童理解力がどの程度

身についたのかたしかめることができた。また，校

長先生をはじめとする各々の先生方に講話もしてい

ただいた。

　２　授業実践についての学び

　教師力向上実習Ⅱで「教師の算数的活動」が重要

であることに気が付いた私は，授業づくりにおいて

教師の算数的活動を意識して授業をすることにした。

　第１学年の「ひき算」の単元で，減加法を習得す

る場面である。第１学年は高学年以上に教師の支援

を必要とするため，より教師の算数的活動を意識し

なければならないと感じた。

　前時の授業までに児童は，１０以上の数を１０の

まとまりと端数を次の図のように書き，さくらんぼ

をつくって計算方法を声に出し計算することを学ん



できている。本時では減数を……-定にすることで，ひ

き算の減加法のときには，端数に何を加えたらよい

か念頭操作でわかるよ

うにすることがねらい

である。

　㈲　１０から９をひいて１

　　　１と５で６

　　（1）教師の算数的活動（ふり返る場面）

　まず，既習の問題と本時の課題解決においての思

考を結びつけるために，例題を一問解かせ，児童と

ひき算の計算方法について振り返った。

前時までに学んだ言葉での計算と上の図の式を視

覚的に結び付け，全員が言葉での計算でひき算を計

算できるようにした。

子どもたちはここで1のことをカードという言葉

に置き換えていた。

　　（2）教師の算数的活動（表現する場面）

　子どもたらがカードという言葉で表現していたた

め，その後は教師もカードとして言葉を使った。そ

の後，減数である９を引けば，いわゆるカードの数

字が同じになるというところに気が付かせたかった

ため，いくつか減数が同じ問題を解かせ，「何か気づ

くことはありません

か？」と発問した。

児童は縦に並んだ1

に気付き，「９と１は

なかよしの数だね」と

言葉で表現したので

で，板書して残した。 資料５　授業の板書

　　（3）教師の算数的活動（説明する場面）

　そこからは減数が，８の場合，７の場合，６の場

合でなかよしになるものは何だろうという点に注目

させよ一一緒に調べた。子どもたちも課題に対しての

取り組み方が十分わかっているため，すぐに見つけ

ることができた。最後に教師が「このなかよしの数
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を覚えているとひき算が簡単になるね」とまとめ，

授業のおさえにした。

　３　教師力向上実習Ⅲの成果と課題

　メンター担当の先生からは，授業のねらいを忘れ

ず，ねらいからぶれない授業展開と動きこそよい授

業づくりのコツであると教えていただいた。

　この考えは自分か目指している学力の保障を目指

す授業をしていく上でもとても重要な考え方であり，

これからも大切にしていきたい。担当の先生にアド

バイスをいただいて，授業のねらいをもって，低学

年の子どもたちを飽きさせることなく，授業に取り

組ませることができたのは大きな自信になった。

　また，教師の算数的活動を意識して授業実践した

ことにより，子どもたちが何をきっかけに次の思考

活動に移ることができるか，そして，活動において

何を学ぶかが態度や姿勢から感じるようになった。

これをきっかけに教師のどんな算数的活動がより効

果的なのか考えていきたい。

Ⅶ　授業実践と理論を通して学んだこと

一教師の算数的活動を意識した授業づくりとは－

　１　問いが発生するような課題を含んだ授業のめ

　　あてを暗示的に設定する

　児童の算数的活動が成立するには，子どもが与え

られた問題を自らの問いに変え，取り組もうとする

姿勢をもたせなくてはいけない。そのために，問題

把握の場面から既に教師の算数的活動は重要な場面

となってくる。ただ，「今日はこの問題を解きます」

と言ってしまっては活動に意欲を見出すことができ

ない。既習の問題との違いを考えたり，初めてみる

ような新しい問題からは疑問を自然に持たせたりす

るなど，教師の既習事項のふりかえり方や問題提示

の表現の仕方はとても重要なポイントである。

　自然と子どもたちに解きたいという思いを発生さ

せ，解くための手段を持てるようにさせなくてはな

らない。教師の算数的活動により，数学的な考え方

が持てるよう促すだけにではなく，自分はこうした

い，自分はできるんだというような心の変容の支え

もしていけるようにしたい。



　２　常に既習内容をふり返り関連させながら，新

　　しい数学的な言葉や考え方を構築していく

　学習の主体者である子どもの算数的活動を支援指

導していくためには，思考の連続性を意識し数学的

な考え方を高めていくことが前提である。そのため，

教師は，子どもの思考，つぶやきなどに敏感に反応

しなければならない。子どもの表現がより数学的な

意味をもつ高度な言葉になっていくように既習内容

を振り返らせ，新しい言葉と結びつかせていくこと

が大切である。これは，活動に意味を持たせること

につながり，最後に児童にとっての「授業の学び」

につながる。

Ⅷ　教職大学院で学んだこと６項目

　１　学校づくりの観点

　　（1）保護者，地域の連携について

　学校は年々，保護者や地域の方々との交流を増や

してきており，子どもを育てるだけでなく多様な役

割を持つようになってきていること。子どもが学校

にいる時間はせいぜい９時間から１．時間であるが，

それ以外の時間は保護者や地域の方々が子どもの成

長や安全に大きく関わっている。教員はその地域の

特色の理解や，保護者・地域の方々との交流を大切

にし，共に子どもの成長を見守っていくこと，また

その先頭に立ち，教育をリードしていかなければな

らないだろう。

　　（2）学校組織の中での自分の役割と計画的な

　　　　職務遂行

　ベテランの先生がいる中でも，若手の先生は自分

の持ち味を出し，教育現場で自分の役割をもって指

導を行っている。私も現場に入った際には，自分の

役割を考え，組織の一員としてやれるべきことを把

握し，指導に当たっていきたい。

　学校目標は組織の目標である。組織の一員として，

計画や実行,評価といったPDCAサイクルを意識しな

がら，目標達成を目指して職務を遂行していきたい。

　２　学級づくりの観点

　　（1）「織物モデル」縦糸と横糸づくり

　学級づくりをテーマとする教師力向上実習Ｉでは，

野中信行氏の考える学級経営のモデル「織物モデル」

を観察の参考とし，学級びらきや，授業びらき，学

級の目標や係活動・委員会活動の決め方など，学級

づくりで大切なポイントを学んだ。織物モデルには

学級経営で縦糸と横糸を交互に張っていくことを大

切にしている。縦糸は，教師と児童生徒の上下関係

を基礎とする関係（しつけや返事，敬語，学級規律

など）を作ることを意味する。また，横糸は，教師

と子どもとのフラットな心の通い合いを大切にする

ことを意味する。

　観察して学んだことは，縦糸の場面では，毎回注

意をするのではなく，教師の言葉がけがなくても自

分たちでやれるかどうか，黙って見ていたり，やら

せてみて反省させたりする必要があることだ。（自律

性の形成）また，横糸を張る場面は，授業内での言

葉がけが中心。生活の中でも，やれるようになった

ことを褒めたり，認めたりしていく。学級内の集団

地図をイメージし，子ども同士の組み合わせを考え

ることも必要であることを学んだ。

　　（2）授業づくりの基盤は学級づくり,学級づ＜

　　　　りの基盤は授業づくり

　実習をしていく中で印象的だったのは，学級経営

で築かれた教師と子どもとの関係が，授業時間内で

も表れていることである。教師を信頼することによ

り，発言や活動もしやすくなり，頼りやすくもなる。

授業時間内に道徳的な指導が求められるようになっ

てきているように，学級経営と授業をまた，同様に

よい授業をすることにより子どもと教師の信頼関係

につながっている。学校生活の中で一番教師と子ど

もが関わっている時間は授業時間である。そのこと

を意識するだけで

　３　授業づくりの観点

　　（1）学力の保障を意識した授業づくり

　人学前の私は,楽しい授業づくりを目指すあまり，

授業のまとめや子どもの思考する過程を疎かにして

いた。　しかし，今回の報告でも示したように，楽し

いだけの授業から脱却して，学びのある授業を目指

すことが大切だということを学ぶことができた。本

当の楽しさは，授業が「わかる」「できる」ところか

ら始まり，学習内容の面白さに気付くことで生み出
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される。教師はそんな学習の場面を提供し，指導支

援していく立場であることをこれからも大切にして

いきたい。

　　（2）系統性と他教科を横断した学習指導

　総合的な学習の始まりや，総合型の問題入試問題

に扱われるなど，問題解決能力が重視されてきてい

る。年間の教科の系統性や他教科を横断した学習指

導が重要であることを学んだ。教育の専門家として，

系統性や他教科との関連性をよく理解し，学習指導

をしていきたい。

K　おわりに

　１　まとめと今後の課題

　教職大学院１年目の４月には，教育観に揺らぎあ

り，自信がなかった私だが，２年間の学びにより，

ともあるだろう。そんなとき私はその上うな課題を

素直に受け止め，課題や周りの人のア下バイスから

学ぶ姿勢を取り続け，今できることを精一杯努力し

て自己改善，自己伸長に臨むようにしていきたい。

　教師として，子どもから，保護者から，同僚から，

地域から尊敬されるような教師になれるように自分

自身の教師力だけでなく，人間性をも高めていきた

い

これから授業や学級経営をしていく上での軸をもち，

今ではやる気と希望に満ち溢れている。

　特に今回報告した「教師の算数的活動」の考え方

は他の授業でも通じるところがあり，私かこれから

授業をしていく上でも，貴重な軸になるものだ。子

どもたちに驚きと発見を与え，授業で楽しませつつ

も，その授業時間の指導目標を見失わないように教

師が支え，学力の保障を実現していくこと。このこ

とをこれからの授業で意識していきたい。

　まだ，私には学力の保障を実現していくだけの授

業構想力や授業技術力が乏しい面があるかもしれな

い。また，授業づくりの基盤には学級経営かおり，

学びを共有し合い，切磋琢磨していける学級経営を

目指していくことも必要である。当然，子どもだち

との関わり合いや保護者の方や同僚の先生方との連

携も大切だ。本当の教育実践は教育現場に立ってか

らが本番だ。

　２　これからの教職に対しての展望

　この春から初任として小学校に赴任する。そこで

は，教職大学院で学んできたことを行動の軸にしな

がら授業に取り組みたい。　しかし，先はども述べた

ように本当の教育実践は教育現場に立ってからが本

番であり，今まで自分が苦しんだ課題以上にいろい

ろな課題に直面することになり，うまくいかないこ
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